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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第２四半期連結
累計期間

第18期
第２四半期連結
累計期間

第17期

会計期間

自　平成22年
９月１日

至　平成23年
２月28日

自　平成23年
９月１日

至　平成24年
２月29日

自　平成22年
９月１日

至　平成23年
８月31日

売上高（千円） 18,408,32420,268,41138,188,015

経常利益（千円） 950,9891,062,1681,985,799

四半期（当期）純利益（千円） 471,937 602,0161,018,413

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
475,928 594,6021,015,358

純資産額（千円） 4,230,3635,240,0454,791,833

総資産額（千円） 12,836,10314,051,89413,476,344

１株当たり四半期（当期）純利益

金額(円）
75.93 95.60 163.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
74.72 95.32 161.65

自己資本比率（％） 32.9 37.3 35.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
642,4831,055,2291,514,716

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△416,648△437,844△560,203

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
302,203△321,108 50,346

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,565,0373,332,7363,039,110

　

回次
第17期

第２四半期連結
会計期間

第18期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成22年
12月１日

至　平成23年
２月28日

自　平成23年
12月１日

至　平成24年
２月29日

１株当たり四半期純利益金額(円） 43.37 45.80

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第17期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。    

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに

ついて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況から緩やかながらも回

復の持ち直しの兆しが見られました。しかしながら、欧州を中心とした経済不安や長期化する円高により、景気の先

行きは不透明な状況で推移しました。小売業におきましても、このような状況から、消費者の買い控えや低価格志向

が続いております。

　このような環境の下、当社は実生活雑貨を中心にお買い得感のある商品をプライベートブランド「ワッツセレク

ト」として開発し、お客様にアピールしてまいりました。また、店舗におきましては、ローコストでの出退店とオペ

レーションで運営することを継続し、お客様満足度の向上と店舗収益確保を両立出来る様、努力してまいりました。

　当第２四半期連結累計期間における100円ショップ店舗の出店数は、直営店舗が62店舗、FC店舗他が５店舗、閉鎖店

舗数は直営店舗が20店舗、100円ショップFC契約先の店舗運営方針変更に因る解約によりFC店舗他が62店舗で、当第

２四半期連結累計期間末のグループ店舗数は、100円ショップ以外の店舗を含め814店舗となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は20,268百万円（前年同四半期比10.1%増）、営業利益は1,058百

万円（同36.5%増）、経常利益は1,062百万円（同11.7%増）、四半期純利益は602百万円（同27.6%増）となりまし

た。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前連結会計期間末

に比べ293百万円増加し3,332百万円となりました。

　

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、獲得した資金は1,055百万円（前年同期は642百万円の獲得）となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前四半期純利益1,059百万円、仕入債務の増加額302百万円、売上債権の減少額210百万円であります。支

出の主な内訳は、法人税等の支払額400百万円、たな卸資産の増加額271百万円であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は437百万円（前年同期は416百万円の使用）となりました。この内訳は、事業譲受

による支出193百万円、新規出店のための敷金及び保証金の差入による支出155百万円、有形固定資産の取得による

支出152百万円、店舗閉鎖による敷金及び保証金の回収による収入64百万円等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は321百万円（前年同期は302百万円の獲得）となりました。この内訳は、長期借入

金の返済による支出825百万円、配当金の支払額155百万円、長期借入れによる収入650百万円等によるものでありま

す。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。　

　

（6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は単なるディスカウンターではなく、実生活雑貨の分野において、100円以上の価値のある商品アイテム数を

増やし、提供し続けることで、お客様にとって日常生活に欠かせない店舗になることを目指しています。そのため

に、「いい商品を安く売る仕組み」作りに努力を積み重ね、経営資源の投資を行ってまいります。その原資には、

ローコスト・オペレーション等で確保した収益の一部を充当いたします。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年４月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,979,400 6,979,400

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 6,979,400 6,979,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年12月１日～　

平成24年２月29日
－ 6,979,400 － 440,297 － 876,066
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年２月29日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数(株)
発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合(％)

㈱ワッツ
大阪市中央区城見１丁目４番70号住友

生命ＯＢＰプラザビル　
664,551 9.52

㈲トリオ
奈良県生駒郡斑鳩町龍田西４丁目２番

９号
627,800 9.00

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED

STOCK FUND

（常任代理人

㈱三菱東京UFJ銀行）　

82 DEVONSHIRE ST BOSTON

MASSACHUSETTS 02109360582

（東京都千代田区丸の内２丁目７-１）

　

477,700 6.84

平　岡　史　生 兵庫県西宮市 458,900 6.58

平　岡　滿　子 奈良県生駒郡斑鳩町 385,600 5.52

衣　笠　敦　夫 埼玉県川口市 360,900 5.17

大阪中小企業投資育成㈱ 大阪市北区中之島３丁目３番23号 324,000 4.64

㈲　アカリ 埼玉県川口市戸塚鋏町５－１ 281,000 4.03

ワッツ従業員持株会 大阪市中央区城見１丁目４-70 215,600 3.09

日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 208,200 2.98

計 ― 4,004,251 57.37

（注）１.上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式であります。

２．フィデリティ投信株式会社から、平成24年３月23日付の大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり、

平成24年３月15日現在で559,700株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会

計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、フィデリティ投信株式会社の大量保有報告書（変更報告書）の写しの内容は以下のとおりであります。

大量保有者              エフエムアール　エルエルシー(FMR LLC)

住所                    米国　02109　マサチューセッツ州ボストン、デヴォンシャー・ストリート82

保有株券等の数          株式  559,700株

株券等保有割合          8.02％

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　664,500　　　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　6,314,300　 63,143 －

単元未満株式 普通株式　　　　　600 － －

発行済株式総数 6,979,400 － －

総株主の議決権 － 63,143 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が51株含まれております。
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②【自己株式等】

 平成24年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社　ワッツ

大阪市中央区城見１丁目4

番70号住友生命OBPプラザ

ビル　

664,500 － 664,500 9.52

計 － 664,500 － 664,500 9.52
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平成

24年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,039,110 3,332,736

受取手形及び売掛金 1,951,689 1,741,552

商品及び製品 4,363,406 4,703,173

原材料及び貯蔵品 10,228 3,590

繰延税金資産 254,866 260,557

その他 334,305 335,372

貸倒引当金 △23,002 △20,063

流動資産合計 9,930,604 10,356,920

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 714,632 786,074

減価償却累計額及び減損損失累計額 △472,159 △520,514

建物及び構築物（純額） 242,472 265,559

車両運搬具 13,134 13,110

減価償却累計額及び減損損失累計額 △11,260 △11,676

車両運搬具（純額） 1,873 1,434

工具、器具及び備品 2,043,168 2,161,104

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,574,431 △1,663,104

工具、器具及び備品（純額） 468,737 497,999

土地 80,600 80,600

有形固定資産合計 793,683 845,594

無形固定資産

のれん 78,052 49,911

その他 33,818 30,773

無形固定資産合計 111,871 80,685

投資その他の資産

投資有価証券 76,130 80,977

繰延税金資産 44,768 54,538

差入保証金 2,441,741 2,556,120

その他 110,203 108,207

貸倒引当金 △32,659 △31,149

投資その他の資産合計 2,640,185 2,768,694

固定資産合計 3,545,740 3,694,974

資産合計 13,476,344 14,051,894
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,225,060 4,512,885

短期借入金 140,000 140,000

1年内返済予定の長期借入金 1,318,901 1,240,038

未払法人税等 402,741 475,329

未払消費税等 91,260 127,464

賞与引当金 129,516 146,406

役員賞与引当金 11,800 －

その他 684,932 577,088

流動負債合計 7,004,213 7,219,214

固定負債

長期借入金 1,243,454 1,146,471

退職給付引当金 89,852 95,796

役員退職慰労引当金 89,294 91,966

資産除去債務 79,305 80,927

その他 178,391 177,474

固定負債合計 1,680,297 1,592,635

負債合計 8,684,510 8,811,849

純資産の部

株主資本

資本金 440,297 440,297

資本剰余金 876,066 876,066

利益剰余金 3,765,581 4,208,490

自己株式 △287,026 △272,044

株主資本合計 4,794,918 5,252,810

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △796 △294

為替換算調整勘定 △5,234 △13,150

その他の包括利益累計額合計 △6,030 △13,444

新株予約権 2,945 678

純資産合計 4,791,833 5,240,045

負債純資産合計 13,476,344 14,051,894
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 18,408,324 20,268,411

売上原価 11,441,188 12,515,634

売上総利益 6,967,136 7,752,777

販売費及び一般管理費 ※
 6,191,738

※
 6,694,321

営業利益 775,397 1,058,455

営業外収益

受取賃貸料 10,131 9,679

持分法による投資利益 － 4,011

還付消費税等 201,013 －

貸倒引当金戻入額 － 5,634

その他 5,092 2,957

営業外収益合計 216,237 22,282

営業外費用

支払利息 14,730 10,343

退店違約金 4,133 －

賃貸収入原価 5,693 4,962

持分法による投資損失 13,215 －

その他 2,872 3,263

営業外費用合計 40,645 18,569

経常利益 950,989 1,062,168

特別利益

投資有価証券売却益 8,243 －

貸倒引当金戻入額 6,747 －

受取補償金 2,013 18,059

その他 5,572 2,026

特別利益合計 22,577 20,086

特別損失

固定資産除却損 871 1,164

減損損失 6,933 22,046

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 46,994 －

その他 312 －

特別損失合計 55,111 23,211

税金等調整前四半期純利益 918,455 1,059,044

法人税、住民税及び事業税 362,257 472,433

法人税等調整額 84,260 △15,404

法人税等合計 446,517 457,028

少数株主損益調整前四半期純利益 471,937 602,016

四半期純利益 471,937 602,016
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 471,937 602,016

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,326 501

為替換算調整勘定 △1,335 △7,915

その他の包括利益合計 3,990 △7,413

四半期包括利益 475,928 594,602

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 475,928 594,602
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成24年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 918,455 1,059,044

減価償却費 107,760 133,120

減損損失 6,933 22,046

のれん償却額 104,019 83,598

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,003 △4,448

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,824 16,890

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △11,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,417 5,944

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 329 2,671

受取利息及び受取配当金 △1,983 △1,319

支払利息 14,730 10,343

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 46,994 －

投資有価証券売却損益（△は益） △8,243 －

固定資産除却損 871 1,164

売上債権の増減額（△は増加） 218,283 210,137

たな卸資産の増減額（△は増加） △58,396 △271,111

仕入債務の増減額（△は減少） 202,277 302,305

未払消費税等の増減額（△は減少） △81,723 29,462

その他 △68,300 △123,757

小計 1,410,248 1,464,293

利息及び配当金の受取額 1,695 1,280

利息の支払額 △15,099 △9,944

法人税等の支払額 △754,360 △400,400

営業活動によるキャッシュ・フロー 642,483 1,055,229

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △126,480 △152,084

有形固定資産の売却による収入 13,759 291

敷金及び保証金の差入による支出 △106,331 △155,278

敷金及び保証金の回収による収入 174,341 64,032

資産除去債務の履行による支出 － △1,308

投資有価証券の売却による収入 11,243 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△381,276 －

事業譲受による支出 － △193,195

その他 △1,905 △302

投資活動によるキャッシュ・フロー △416,648 △437,844

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,000 －

長期借入れによる収入 1,500,000 650,000

長期借入金の返済による支出 △743,178 △825,846

社債の償還による支出 △140,000 －

自己株式の売却による収入 45,414 10,614

自己株式の取得による支出 △86,046 －

配当金の支払額 △123,986 △155,876

財務活動によるキャッシュ・フロー 302,203 △321,108

現金及び現金同等物に係る換算差額 △910 △2,649

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 527,127 293,626

現金及び現金同等物の期首残高 2,037,909 3,039,110

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,565,037

※
 3,332,736
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 2,059,137千円　

貸倒引当金繰入額 1,852千円　

賞与引当金繰入額 117,775千円

退職給付引当金繰入額 7,591千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,403千円

賃借料 2,090,898千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 2,245,145千円　

貸倒引当金繰入額 1,186千円　

賞与引当金繰入額 146,406千円

退職給付引当金繰入額 10,127千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,671千円

賃借料 2,258,307千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成23年２月28日現在）

現金及び預金勘定 2,565,037千円　

現金及び現金同等物 2,565,037千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成24年２月29日現在）

現金及び預金勘定 3,332,736千円　

現金及び現金同等物 3,332,736千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日　至　平成23年２月28日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月25日

定時株主総会
普通株式 123,986 20平成22年8月31日平成22年11月26日利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成24年２月29日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月24日

定時株主総会
普通株式 156,956 25平成23年８月31日平成23年11月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日 至　平成23年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成23年９月１日 至　平成24年２月29日）

　当社グループは、100円ショップの運営及びその付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

　　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成24年２月29日）

　金融商品の当第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がないため、記載を省略しております。 

　　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成24年２月29日）

　有価証券の当第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がないため、記載を省略しております。

 　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成24年２月29日）

　該当事項はありません。

 　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成24年２月29日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 75.93円 95.60円

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 471,937 602,016

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 471,937 602,016

普通株式の期中平均株式数（株） 6,215,626  6,296,947

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 74.72円 95.32円

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（千円））
― ―

（うち事務手数料（税額相当額控除後）

（千円））　
― ―

普通株式増加数（株） 100,344.08 18,703.42　

（うち新株予約権） 100,344.08 18,703.42

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）　

（重要な子会社の設立）

　当社は、平成24年２月27日開催の取締役会において、下記のとおり中国に現地法人（孫会社）を設立することを

決議いたしました。

１. 設立の目的

　　　当社は、平成16年２月に寧波事務所を開設し、中国からの輸入業務を行ってまいりましたが、業務拡大及び商

品の納期・品質管理の向上等を目的として、現地法人を設立いたします。

　

２.設立する会社の名称、事業内容、資本金等

（1）商号 　寧波喜美客家居用品有限公司

（2）代表者 　董事長　小林　晴夫

（3）本店所在地 　中華人民共和国浙江省寧波市?州区古林鎭聚才路99号　0069幢（7号倉庫）

（4）事業内容 　家庭用品の輸出入と検品及び加工業務

（5）資本金の額 　60百万円

　

３．設立の時期　

　平成24年３月９日

　

４．設立後の持分比率

当社連結子会社　㈱シーエムケー・トレーディング　100％

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年４月13日

株式会社ワッツ

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　田　　篤　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワッツの

平成23年９月１日から平成24年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平成24

年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年９月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワッツ及び連結子会社の平成24年２月29日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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